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2025（一社）熊本県作業療法士会

LSVT BIG　研修会
　LSVT BIG（Lee Silverman Voice Treatment BIG）は、パーキンソン病患者
の動作を改善するためのリハビリテーションプログラムです。大きな動作を
繰り返すことで、運動機能の低下を補い、日常生活での動きをスムーズにす
ることを目的としています。数々の研究により、LSVT BIGがパーキンソン病
患者の歩行速度、歩幅、バランス、および上肢の協調性を有意に改善するこ
とが示されています。これらの改善は、プログラム終了後もしばらく持続す
ることが報告されており、生活の質の向上に繋がると考えられています。
　今回は、その概要をお話しいただきました。

前半：座学 後半：実技

ニュースレター
令和7年9月26日（金）　18:45～19:45
西日本病院　消化器病センター棟4階講堂

講師：岩下 香輝氏

現職者共通研修『事例検討報告会』開催

　この現職者共通研修「事例報告」関連テーマは、数年前に改定がありまし
た日本作業療法士協会生涯教育制度に則り、各都道府県士会地区組織活動の
一部として士会教育部と連携しながら各ブロック独自で開催しているもので
す。

令和8年2月27日（金）　18:45～20:30　　西日本病院　消化器病センター4階講堂

教育（専門）担当：山本　祥史

５名による演題発表

・第１回：2025.05.29（金）、19時～20時、zoom　参加者数；5施設、11名
・第２回：2025.08.21（金）、19時～20時、zoom　参加者数；9施設、12名
・第３回：2025.12.26（金）、19時～20時、zoom　参加者数；5施設、9名
・第４回：2026.03.26（金）、19時～20時、zoom　参加者数；6施設、12名

熊本市東ブロック会議開催状況

　主に、年間研修の計画や予算、今後の東ブロックのあり方などの話し合いを行っております。横のつ
ながりや現場レベルでの悩み解決の場にもなりますので、東ブロックの方は、是非、ご参加ください。

1．生活リズムの再構築と社会的役割への介入がADL動作において行動変容をもたらした症例
2．ADLが改善したことにより自尊心再獲得へ繋がった事例
3．脳梗塞患者に対しトイレ動作再獲得を目標にした事例
4．左半側空間無視、プッシャー現象を呈した患者に対するKTバランスチャートを用いた介入
5．パーキンソン病患者に対する食事動作改善について

グループLINEにて、東ブロックでの
研修会情報などを流しています。

是非、こちらからご登録ください！
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